
ビッグバン以前を探る  
ー宇宙マイクロ波背景放射観測プロジェクトの最前線ー 

宇宙マイクロ波背景放射は宇宙最古の光である。その観測により、ビッグバンの検証、 
宇宙年齢の決定、ダークマター・ダークエネルギーの定量化などが達成されてきた。 
現代宇宙論にとって中心的な役割を果たしてきたと言える。今後の観測の大きな興味
の一つは、宇宙マイクロ波背景放射の偏光である。偏光を測ると、熱い火の玉宇宙
（ビッグバン宇宙）以前の宇宙を探ることができると期待されている。これにより、イン
フレーション仮説の直接的検証が可能となる。また、その背後にある量子重力理論（超
弦理論など）の検証の道が拓かれる。KEKを中心とした我が国の研究者が進める宇宙
マイクロ波背景放射偏光観測プロジェクトとして、QUIET、POLARBEAR、LiteBIRDが
ある。QUIETは現時点で世界最高レベルの観測結果を出しており、それより感度の高い
POLARBEARは現在データを取得中である。LiteBIRDはこれら地上実験では達成でき
ない究極感度の観測を可能とする衛星計画である。 
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